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 １．調査目的 

○刈谷市の都市づくりのあり方について、広く市民の意見を得る。 

○総合計画で示す施策の進捗状況を把握して、今後の総合計画の進行管理や行政評

価のための参考となる資料を得る。 

 

 ２．調査方法等 

  ○調査地域  刈谷市全域 

  ○調査対象  市内在住の２０歳以上の男女 

  ○標 本 数  ２，０００人 

  ○抽出方法  無作為抽出法 

  ○調査方法  郵送配布、郵送回収 

  ○調査時期  平成１４年１２月 

 

 ３．回収結果 

標本数 有効回答数 回収率 

２，０００ １，１１４ ５５．７％ 

 

 ４．調査項目 

  １ 回答者のプロフィール 

  ２ 刈谷市の住みやすさ 

  ３ 現状に対する満足度と今後の重要性 

  ４ まちづくりにあたって力を入れるべきこと 

  ５ 都市景観・都市施設について 

  ６ 環境について 

  ７ 墓地について 

  ８ 防災・災害対策について 

  ９ 生涯学習・ボランティアについて 

  10 健康・スポーツについて 

  11 情報化について 

  12 男女平等の意識について 
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※コメントは少数点以下を四捨五入した％で表記 

1.回答者のプロフィール 

（１）性別＜問 1-1＞ 

○ 「女性」が 52％、「男性」が 45％と、若干「女性」が多い。 

 

図 1-1 性 別 
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男性 (45.0%)

女性 (51.7%)

不明 (3.3%)

Ｎ＝1,114
 

 

（２）年齢＜問 1-2＞ 

○ 「50 歳代」と「30 歳代」がそれぞれ 20％強である。 

○ 次いで「40 歳代」と「60 歳代」がそれぞれ 15％強、「20 歳代」と「70 歳以上」は

10％強である。 

 

図 1-2 年 齢 
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20歳代 (12.4%)

30歳代 (20.6%)

40歳代 (16.1%)
50歳代 (21.6%)

60歳代 (16.9%)

70歳以上 (11.5%)
不明 (0.9%)

Ｎ＝1,114
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（３）職業＜問 1-3＞ 

○ 「会社員等」と「無職」が、それぞれ 37％である。 

○ 「パート・アルバイト」が 15％、「自営業」が 8％である。 

 

図 1-3 職 業 

Ｎ＝1,114
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自営業 (8.1%)

会社員等 (36.6%)

学生・専門学校生 (2.1%)パート・アルバイト (15.0%)

無職 (36.7%)

その他 (0.7%)

不明 (0.8%)

 

 

（４）居住地区＜問 1-4＞ 

○ 「刈谷南中学校区」が17％、「刈谷東中学校区」が19％、「富士松中学校区」が16％、

「雁が音中学校区」が 14％、「依佐美中学校区」が 16％、「朝日中学校区」が 17％

である。 

 

図 1-4 居住地区 
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刈谷南中学校区 (17.1%)

刈谷東中学校区 (18.6%)

富士松中学校区 (16.0%)
雁が音中学校区 (13.9%)

依佐美中学校区 (16.2%)

朝日中学校区 (17.0%)

不明 (1.2%)

Ｎ＝1,114
 

 

 

 



4 

（５）居住年数＜問 1-5＞ 

○ 「20 年以上」が 65％である。 

○ 「10～20 年未満」が 12％、『10 年未満』は 20％強であり、最近 10 年のうちに現

在の場所に住んだ人が意外に目立つ。 

 

図 1-5 居住年数 
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不明 (0.9%)

Ｎ＝1,114
 

 

（６）住宅の種類＜問 1-6＞ 

○ 「一戸建て持ち家」が 70％を占める。 

○ 次いで「賃貸マンション・アパート」が 13％、「分譲マンション」が 7％である。 

 

図 1-6 住宅の種類 
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一戸建て持ち家 (70.2%)

一戸建て借家 (2.0%)

分譲マンション (7.3%)

賃貸マンション・アパート (12.7%)

社宅・寮・官公舎 (4.9%)

公営・公団住宅 (1.2%)
その他 (0.6%)

不明 (1.1%)
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（７）買い物先＜問 1-7＞ 

○ 主な買い物先は、「刈谷市内」(78％)が 8 割に近く、相当市内で買い物が満たされ

ている。 

○ 「安城市」、「知立市」、「高浜市」は合わせて 11％、「名古屋市」は 4％見られる。 

 

図 1-7 買い物先 
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（８）就学・就職先＜問 1-8＞ 

○ 「無職」や「不明」を除くと、「刈谷市内」が 54％である。 

○ 「碧南市」、「安城市」、「知立市」、「高浜市」は合わせて14％、「名古屋市」は11％、

「豊田市」が 5 ％である。 

 

図 1-8 就学・就職先 
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（９）日常の交通手段＜問 1-9＞ 

○ 日常の主な交通手段では、「自動車」(72％)が 7 割を越え、自動車への依存がかな

り高いと推測することができる。 

○ 「自転車」は 14％、「電車」と「徒歩」は、それぞれ約 5％である。 

○ 「バス」はわずかに 1％（10 人）に過ぎない。 

 

図 1-9 日常の交通手段 

Ｎ＝1,114
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２．刈谷市の住みやすさ 

（１）住みやすさの評価＜問 2＞ 

○ 「どちらかと言えば住みやすい」が 57％、「大変住みやすい」が 17％であり、回

答者の４分の３近くが『住みやすい』と評価している。 

（参考）『住みやすい』という割合は平成 12 年度調査では 68％、11 年度調査では

67％ 

○ 「どちらかと言えば住みにくい」（5％）と「大変住みにくい」(1％)は、合わせて

1割にも満たない。 

 

図 2-1 住みやすさの評価 
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（２）これからの居住意向＜問 3＞ 

○ 「いつまでも住み続けたい」が 43％、「当分住み続けたい」が 38％であり、合わ

せて 8割を越える。 

○ 「できれば他市町村へ移転したい」は 4％、「他市町村へ移転する予定である」は

3％である。 

 

図 2-2 これからの居住意向 
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３．現状に対する満足度と今後の重要性 

（１）市政に対する現在の評価と今後の重要性＜問 4＞ 

○ それぞれの回答の割合（％）に「満足」：5 点、「やや満足」：4 点、「普通」：3 点、

「やや不満」：2点、「不満」：1点をかけた平均ポイントを算出した。 

○ 重要度についても同様の計算で、平均ポイントを算出した。 

○ 満足度が 2.7～3.0 ポイントの項目が目立つなかで、「医療の充実」、「高齢者福祉

施策」、「緑化の推進、自然環境の保全」、「生活道路の整備」、「都市の美化、個性や

魅力ある景観の整備」、「公園、子供の遊び場の整備」など、福祉や環境面の項目に

ついて重要度のポイントが高い。 

 

図 3-1 満足度と重要度の平均値 
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図 3-2 満足度の平均値 
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図 3-3 重要度の平均値 
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４．まちづくりにあたって力を入れるべきこと（一つ選択してもらった結果） 

（１）景観づくり＜問 5-1＞ 

○ 「自然や歴史等の資源を活用した景観づくり」が 34％、「電線類の地中化」が 23％

である。 

○ このほかは回答が分かれており、地域資源を再評価して活用することが、景観づ

くりの方向として最も分かりやすいと捉えられていると言える。 

 

図 4-1 景観づくりについて 

Ｎ＝1,114
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デザイン性の高い公共施設の整備 (6.7%)

電線類の地中化 (23.2%)

自然や歴史等の資源を活用した景観づくり (33.6%)

景観意識の普及、啓発の充実 (12.1%)

 (10.4%)

その他 (1.9%)

特にない (8.5%)
不明 (3.6%)

個人の住宅、店舗建築に関する街
並みづくりのためのルールづくり

 

（２）道路づくり＜問 5-2＞ 

○ 高齢化が進んでいるのに対応して、「高齢者や障害者に配慮した段差のない道路

づくり」が 32％と最も割合が高い。 

○ そのほか、「交差点への右折帯の設置」(17％)、「集落内の狭小道路の拡幅」

（14％）、「市内南北間の新たな幹線道路の整備」（13％）に回答が分かれているが、

高齢化社会への対応や道路の安全性などが求められていると言える。 

 

図 4-2 道路づくりについて 

Ｎ＝1,114
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市内南北間の新たな幹線道路の整備 (12.9%)

交差点への右折帯の設置 (16.5%)

集落内の狭小道路の拡幅 (14.2%)

 (6.6%)

 (31.5%)

 (9.5%)

その他 (3.1%)

特にない (2.6%)

不明 (3.1%)

鉄道や河川に分断された地域の一
体化を図るための橋梁等の整備

高齢者や障害者に配慮し
た段差のない道路づくり

ゆとりや文化性のあ
る道路空間づくり
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（３）公園・緑地の整備＜問 5-3＞ 

○ 「身近な公園の整備、設備の充実」（39％）が 4割近くに達する。 

○ このほか、「サイクリングロードなどの緑道の整備」(13％)、「逢妻川などの河川

敷緑地の整備」（10％）などに回答が分かれた。 

○ 「公園づくりや管理への市民参加の促進」も約 10％見られるのは注目できる。 

 

図 4-3 公園・緑地の整備について 

Ｎ＝1,114
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 (8.5%)

 (38.8%)

公園遊具等の管理の強化 (8.3%)

逢妻川などの河川敷緑地の整備 (10.3%)

 (12.5%)

 (9.3%)

その他 (3.1%)

特にない (5.3%)
不明 (3.9%)

総合運動公園などの大型
公園の施設や設備の充実

身近な公園の整
備、設備の充実サイクリングロード

などの緑道の整備

公園づくりや管理へ
の市民参加の促進

 

 

（４）緑化の推進や自然環境の保全＜問 5-4＞ 

○ 「自然の生態系に配慮した河川整備」(37％)、「街路樹などの道路への植栽の充

実」（26％）と、「市民への緑化意識の啓発」（16.5％）で 8 割近くの回答が集まっ

た。 

 

図 4-4 緑化の推進や自然環境の保全について 

Ｎ＝1,114
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 (7.4%)

 (37.0%)

市民への緑化意識の啓発 (16.5%)

 (25.9%)

家庭などでの植栽の促進 (3.8%)

その他 (1.1%)

特にない (4.9%)

不明 (3.4%) 小堤西池のカキツバタ群
落などの自然環境の保全

自然の生態系に配
慮した河川整備

街路樹などの道路
への植栽の充実
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（５）河川や池沼の整備＜問 5-5＞ 

○ 「水質浄化」(47％)を半数近くの回答者が挙げた。 

○ さらに「浸水対策」（23％）と「水に親しめる水辺空間の整備」（23％）が、それ

ぞれ 2割強である。 

 

図 4-5 河川や池沼の整備について 

Ｎ＝1,114
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浸水対策 (23.4%)

水に親しめる水辺空間の整備 (22.5%)

水質浄化 (46.6%)

その他 (0.9%)

特にない (3.5%)

不明 (3.1%)

 

（６）小中学校の学校教育の充実＜問 5-6＞ 

○ 「教育現場への地域の人材や専門家など幅広い人材の活用」(28％)と、「いじめや

不登校などの対策」（23％）と「家庭教育の充実、学校と家庭との連携の強化」

（22％）に回答が分かれた。 

 

図 4-6 小中学校の学校教育の充実について 
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 (27.7%)

 (22.1%)

いじめや不登校などの対策 (22.7%)

 (11.8%)

学校の施設や設備の整備充実 (3.9%)

その他 (2.8%)
特にない (5.1%)

不明 (3.9%) 教育現場への地域の人材や専
門家など幅広い人材の活用

家庭教育の充実、学校
と家庭との連携の強化

学校施設の地域への開放や
地域活動への参加など、地
域に開かれた学校づくり
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（７）高齢者福祉の充実＜問 5-7＞ 

○ 「高齢者の生きがいづくりや健康づくりの拠点となる福祉施設の整備」(28％)が 3

割近くある。 

○ この項目と「高齢者の知識や能力を活かせる地域活動の機会の充実」（23％）、「高

齢者の働く場の拡大」（22％）と「高齢者が自立した生活を送るための生活支援、

ボランティア活動の強化」（21％）の４つの項目に回答が分かれた。 

 

図 4-7 高齢者福祉の充実について 
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高齢者が自立した生活を送るための
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５．都市景観・都市施設について 

（１）景観や環境を良くするための取り組み＜問 6＞ 

○ 取り組んでいる回答者（「はい」が 51％）が半数を越えている。 

 

図 5-1 景観や環境を良くするための取り組みについて 
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（２）取り組みの内容＜問 6-1 複数回答：すべて選択＞ 

○ 「自宅周辺の清掃、除草」が 74％、次いで「生垣の設置やガーデニング等」が 43％

である。 

○ 「道路植栽帯に草花を植えている」はわずかに 6％であり、やはり身近な空間を中

心とした取り組みが大半である。 

 

図 5-2 景観や環境を良くするための取り組みの内容について 
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（３）「かりや景観れぽーと」の認知度＜問 7＞ 

○ 「読んだことがある」（48％）が半数近くに達する。 

○ 一方、「知らない」（34％）も 3割以上ある。 

 

図 5-3 「かりや景観れぽーと」の認知度 
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Ｎ＝1,114
 

（４）道路の愛称の認知度＜問 8＞ 

○ 「万燈通り」は、半数以上（53％）が「知っている」と回答しており、愛称とし

て定着している。 

○ そのほかは「知っている」が半数に満たず、ＰＲすることが課題である。 

 

表 5-1 道路の愛称の認知度 

  「知っている」の割合 

（１）於大通り  38％ 

（２）万燈通り 53％ 

（３）アクアモール 21％ 

（４）ウイングデッキ 12％ 

（５）アイリス通り 42％ 

 

図 5-4 道路の愛称の認知度 
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６．環境について 

   環境にやさしい生活についての取り組み＜問 9 複数回答：すべて選択＞ 

○ 「ごみの分別をきちんとしている」が 86％に達する。ごみに関連して「リサイク

ルに協力している」（50％）が半数、「生ごみを自家処理している」は 14％見られる。

分別がかなり定着しているとともに、ごみの減量化への取り組みが浸透しつつある

と思われる。 

○ 「洗剤などは詰め替え製品を選んでいる」（63％）、「資源・エネルギーの節約につ

とめている（節電、節水など）」（55％）についても、それぞれ半数を越える回答者

が取り組んでいる。 

○ 「近距離はできるだけ、自動車を使わない」（32％）、「外出時にはなるべくバス・

電車など、公共交通機関を利用する」（16％）と、日常的に自動車をよく利用する

中にあって、環境へ配慮する意識も見られる。 

○ 「トイレットペーパーや文房具などの消耗品は、リサイクル製品を利用している」

（37％）、「簡易包装や買い物袋の持参に協力している」（28％）というような環境

にやさしい買い物を行う意識も見られる。 

図 6-1 環境にやさしい生活についての取り組み 
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近距離ではできるだけ、自動車を使わな
い

外出時になるべくバス・電車など、公
共交通機関を利用する

資源・エネルギーの節約につとめている
（節電、節水など）

トイレットペーパーや文房具などの消耗
品は、リサイクル製品を利用している

簡易包装や買い物袋の持参に協力してい
る
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７．墓地について 

（１）墓地の必要性＜問 10＞ 

○ 回答者または家族が墓地を必要とする割合は、４分の１（「はい」25％）見られる。 

 

図 7-1 墓地の必要性 
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Ｎ＝1,114
 

（２）墓地が必要な時期＜問 10-1＞ 

○ （１）の回答で墓地が必要な人で「いますぐにでも求めたい」のは、9％である。 

 

図 7-2 墓地が必要な時期 
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（３）墓地が必要でない理由＜問 10-2＞ 

○ 墓地が必要でない人の理由は「すでに墓地がある」が 77％、「墓地は持っていない

が必要ない」が 21％である。 

 

図 7-3 墓地が必要でない理由 
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８．防災・災害対策について 

（１）家庭での地震のための備え＜問 11 複数回答：すべて選択＞ 

○ 「避難場所の確認」（42％）は 4割強、「家族の話し合い」（30％）と「非常時持出

品の準備」（28％）がそれぞれ 3割程度である。 

○ 「何もしていない」（29％）も 3割弱見られ、備える意識を高めることが課題であ

る。 

 

図 8-1 家庭での地震のための備え 
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（２）東海地震の警戒宣言が出た時の行動＜問 12＞ 

○ 「市が指定した最寄の避難場所（学校の校庭など）に避難する」が 45％である。 

○ 「家の近くの空き地や公園に避難する」（23％）と「家の中の安全な場所に避難す

る」（16％）という回答者も合わせて 4 割近くに達するというように、市が指定す

る場所は半数を切り、独自に避難場所を考える市民も多いと思われる。 

○ 「特に何もせず様子を見る」は 12％ある。 

 

図 8-2 警戒宣言が出た時の行動 

Ｎ＝1,114
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（３）災害時に必要な情報＜問 13 複数回答：３つまで選択＞ 

○ 阪神・淡路大震災の折りにも強く求められた「家族、知人の安否」（80％）と「食

糧、水、医薬品などの生活用品に関する情報」（76％）が圧倒的に高い割合である。

これらの情報を求める人が多く通信手段がまひする可能性もあり、情報伝達の方法

や市民の協力について検討する必要がある。 

○ 次いで、「電気、ガス、水道施設等の復旧状況」（36％）と「地震の規模や被害状

況」（35％）の割合が高い。 

図 8-3 災害時に必要な情報 
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（４）市が指定している避難場所の認知度＜問 14＞ 

○ 「知っている」（68％）が 7 割弱とかなり知られている。しかし、（２）の回答の

ように、東海地震の警戒宣言の折りには、市指定の避難場所以外への避難を考える

市民も多い。 

 

図 8-4 市が指定している避難場所の認知度 
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（５）応急給水施設の場所の認知度＜問 15＞ 

○ 「知っている」（27％）が 3割を切る。大規模な被災時を想定すると、この施設の

場所などについてのＰＲは重要な課題である。 

 

図 8-5 応急給水施設の場所の認知度 
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９．生涯学習・ボランティアについて 

（１）生涯学習への取り組み状況＜問 16＞ 

○ 取り組んでいる回答者（「はい」29％）が 3割弱である。 

 

図 9-1 生涯学習への取り組み状況 
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（２）生涯学習推進のために力を入れるべき点＜問 17＞ 

○ 「生涯学習に関する情報提供の充実」が 31％、「公共施設で開催する講座の充実」

が 25％であり、ソフト面の施策の充実が求められている。 

○ 「生涯学習施設の整備、充実」は 18％にとどまる。 

 

図 9-2 生涯学習推進のために力を入れるべき点 
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（３）ボランティア活動の経験＜問 18＞ 

○ 「現在活動している」が 7％、「過去に活動の経験がある」が 23％であり、経験し

た回答者は 3割である。 

○ 「全く経験がない」は 67％である。 

図 9-3 ボランティア活動の経験 
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（４）ボランティア活動を盛んにするための支援＜問 19 複数回答：3つまで選択＞ 

○ 「活動に必要な知識や情報が得やすいこと」が 59％と回答が集まった。 

○ このほか、「ボランティア活動や交流の場づくりをすること」（35％）、「ボランテ

ィア活動やその重要性についてＰＲすること」（32％）などに回答が分かれた。 

 

図 9-4 ボランティア活動を盛んにするための支援 
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ボランティア活動やその重要性について
ＰＲすること

ボランティアについての講演会やセミナ
ーを開催すること

ボランティア活動や交流の場づくりをす
ること

ボランティア休暇が取れるように企業が
協力すること
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10．健康・スポーツについて 

（１）自分の健康状態について＜問 20＞ 

○ 「普通である」が 55％である。「とても健康である」（6％）と「健康である」（25％）

は合わせて 3割強である。 

○ 「病気がちである」（8％）と「病気である」（5％）は、合わせて 1 割を越えてい

る。市民の健康づくりは高齢社会化が進む中で重要な課題である。 

 

図 10-1 自分の健康状態について 

Ｎ＝1,114
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病気がちである (8.1%)

病気である (4.7%)
不明 (1.7%)

 

（２）将来の健康についての不安＜問 21＞ 

○ 「やや不安である」（52％）が半数を越え、「不安である」（31％）が3割強であり、

現在の健康状態が良好な市民も将来について不安を持っていると思われる。 

○ 「不安はない」は 10％にとどまる。 

 

図 10-2 将来の健康についての不安 
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（３）市民の健康づくりのための施策＜問 22＞ 

○ 「休日や夜間などの救急医療体制の充実」（46％）が半数近くであり、緊急時の体

制づくりが求められている。 

○ 次いで、「健康意識の普及啓発や健康づくりに関する情報提供の充実」（27％）が 3

割弱見られる。 

 

図 10-3 市民の健康づくりのための施策 

Ｎ＝1,114
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健康教育や健康相談の充実 (13.2%)

 (26.8%)

 (45.9%)

保健センターの施設、整備の充実 (7.3%)

その他 (1.3%)

特にない (2.7%)

不明 (2.8%)

健康意識の普及啓発
や健康づくりに関す
る情報提供の充実

休日や夜間などの救
急医療体制の充実

 

 

（４）普段のスポーツへの取り組み＜問 23＞ 

○ 「全くしない」（39％）が 4割に近い。 

○ 「ほとんど毎日」は 4％程度であるとともに、「週に 1～3 回程度」も 20％と、日

常的にスポーツに親しむ回答者は４分の 1程度と言える。 

 

図 10-4 普段のスポーツへの取り組み 
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（５）スポーツ活動推進のための施策＜問 24＞ 

○ 「身近な地域で気軽にスポーツ活動に参加できる環境の整備」（57％）に回答が集

まった。 

○ 次いで、「スポーツ活動の拠点となる施設の整備」が 14％であり、身近な環境整備

とともにハード面にかかわる課題がまだ大きいと思われる。 

 

図 10-5 スポーツ活動推進のための施策 
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スポーツ活動の拠点となる施設の整備 (13.6%)

スポーツ教室の充実 (8.3%)
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スポーツに関する情報提供の充実 (8.1%)
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特にない (8.6%)
不明 (2.8%)
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11．情報化について 

（１）情報機器の保有状況＜問 25 複数回答：全て選択＞ 

○ 「固定電話」（83％）、「テレビ」（95％）と「ラジオ」（81％）、「携帯電話・ＰＨＳ」

（78％）は極めて普及率が高い。 

○ 「インターネットができるパソコンなど」（53％）、「ファックス」（44％）も相当

普及してきたと考えられる。 

 

図 11-1 情報機器の保有状況 
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インターネットが
できるパソコンなど

 

（２）インターネットの利用状況＜問 26＞ 

○ 「利用している」が 40％、「利用していないが、今後利用してみたい」（34％）で

7割を越える。 

○ 「利用したこともないし、今後も利用するつもりはない」は 21％見られる。 

 

図 11-2 インターネットの利用状況 

Ｎ＝1,114
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（３）インターネットの利用場所＜問 27 複数回答：全て選択＞ 

○ （２）で「利用している」人の利用場所は、「自宅で利用する」が 87％、「職場や

学校で利用する」が 41％、「携帯電話で利用する」が 27％である。近年においては、

家庭や主婦にも急速に普及してきたと推測できる。 

 

図 11-3 インターネットの利用場所 
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（４）インターネットを利用していない理由＜問 28 複数回答：全て選択＞ 

○ （２）で「利用していないが、今後利用してみたい」「利用したこともないし、今

後も利用するつもりはない」人が利用していない理由は、「パソコンなどの操作が

難しい」（48％）が半数近くを占める。 

○ 次いでコスト面の問題である「通信費などの利用料金が高い」が 33％、「パソコン

などの価格が高い」が 29％を占める。インターネットが急速に普及する中で、使わ

ない人や使えない人に対して、普及を支援するのか、情報提供の方法を工夫するの

かが検討課題になる。 

 

図 11-4 インターネットを利用していない理由 
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（５）市役所からの情報入手手段＜問 29 複数回答：全て選択＞ 

○ 「市民だより」（90％）と「回覧板」（74％）が主な媒体である。 

○ 「ケーブルテレビ」（14％）や「電話による問い合わせ」（10％）、「市役所や公共

施設に出向いて」（8％）、「インターネットホームページ」（9％）もそれぞれ 1割程

度と手段が多様化している。 

図 11-5 市役所からの情報入手手段 
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（６）今後希望する市役所からの情報入手手段＜問 30＞ 

○ 「市民だより」が 64％と最も多い。 

○ このほかは回答が分かれ、「インターネットホームページ」（11％）と「回覧板」

（9％）もそれぞれ 1割程度見られる。 

 

図 11-6 今後希望する市役所からの情報入手手段 
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表 11-1 希望する情報入手手段と利用している手段 

 

  （６）希望する情報入手手

段の割合 

（１つだけ回答） 

（５）利用している情報入

手手段の割合 

（すべて回答） 

（１）市民だより 64％ 90％ 

（２）回覧板 9％ 74％ 

（３）インターネットホームページ 11％ 9％ 

（４）アイリスガイド刈谷 1％ 4％ 

（５）ケーブルテレビ（キャッチ）   4％ 14％ 

（６）電話による問い合わせ 3％ 10％ 

（７）市役所や公共施設に出向いて 1％ 8％ 

（８）市職員が地域に出向く出前講座 3％ 選択肢になし 

 

（７）市役所から欲しい情報＜問 31 複数回答：３つまで選択＞ 

○ 「保健・医療・福祉サービスについての情報市民だより」（54％）と「市役所から

のお知らせや手続方法などの情報」（46％）に回答が集まった。 

○ 次いで目立つのは、「市が行っている各種の計画や施策についての情報」（31％）

と「ごみの収集・減量、リサイクル、環境に関する情報」（27％）である。生活に

直接かかわる情報のみならず、行政の取り組みについての情報ニーズも高い。 

 

図 11-7 市役所から欲しい情報 
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12．男女平等の意識について 

（１）平等と感じる度合い＜問 32＞ 

○ 学校教育の場では、「平等である」が 54％と過半数を超えるが、そのほかでは法律

や制度、家庭生活で「平等である」が 30％強にとどまる。 

○ 職場、政治の場、地域社会の場、社会通念・習慣や風習においては、「男性の方が

優遇されている」と「男性の方がやや優遇されている」が 50％を越える。 

 

図 12-1 平等と感じる度合い 
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（２）男女が助け合っていくための課題＜問 33 複数回答：３つまで選択＞ 

○ 「共働き家庭においても女性に家事・育児の負担がかかっている」(69％)と「高

齢者の介護が女性の負担となっている」（66％）、「女性は結婚したり出産すると仕

事と家事が両立できなくなる」（48％）に回答が集まった。 

 

図 12-2 男女が助け合っていくための課題 
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共働き家庭においても女性に家事
・育児の負担がかかっている

女性は結婚したり出産すると仕事
と家事が両立できなくなる

高齢者の介護が女性の負担となっ
ている

家庭において男の子と女の子の育
て方が違う

男は仕事、女は家庭という考え方を
する

職場においてお茶出しなどを女性が
することが多い

地域の自治会などにおいて男性が
役職につく場合が多い

市の審議会などの委員に女性が少
ない

 

 

 




